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令和 4年度 周南市地域創発事業委員会 会議録 

 

１．日 時   令和 4年 6月 20日(月) 17時 30分～20時 45分 

２．場 所   周南市シビック交流センター 交流室１、6 

３．出席者  今宿地区コミュニティ推進協議会 （以下、今宿コミ） 

          夜市地区コミュニティ推進協議会 （以下、夜市コミ） 

          鼓南地区コミュニティ推進協議会  （以下、鼓南コミ） 

住みよい菊川をつくる会 （以下、住み菊） 

（計 25名） 

周南市地域創発事業委員会 

河田 正樹 会長 

竹尾 真実 委員 

船﨑 美智子 委員 

松浦 和子 委員 

４．事務局  地域振興部 橋本 

地域づくり推進課 神杉、三牧、中嶋 

５．傍聴者  なし 

６．会議内容 

【第１部】（非公開） 17:30～18:10 （交流室６） 

1．事業審査会の実施方法について 

2．対象事業の概要説明 

【第２部】（公開） 18:20～19:45 （交流室１） 

事業審査会 

【第３部】（非公開） 19:55～20:15 （交流室６） 

評価等の取りまとめ  
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【第２部】発言者・発言内容 

発言者 発言内容 

事務局 

只今より令和 4年度周南市地域創発事業委員会を開催する。 

それでは、早速「事業審査会」に移る。 

注意事項として、各団体の発表時間が残り 3 分になったら、通知する。また、終了時間

になったら、ベルを鳴すので、発表の途中であっても、まとめに入っていただく。 

では、はじめに 「今宿地区コミュニティ推進協議会」 より、10 分間で発表をお願いす

る。 

今宿コミ （プレゼン資料により発表） 

事務局 
質疑応答に移る。 

委員から、質問等をお願いする。 

委員Ａ 
多彩な事業を実施している。 

３年間各隊の事業の中で、特に手応えがあったものはどれになるか。 

事務局 

今宿カフェである。 実施にあたっては、市や社会福祉協議会にバックアップをいただいた。 

多くの高齢者に参加いただき、コロナ禍においても、会場を分散して開催するなど、柔軟

に対応することができた。 

委員A アンケート調査等で、事前に高齢者からのニーズを把握し、この事業を組み立てたのか。 

今宿コミ 
今宿地区は、ひとが多く、高齢化が進んできている。 

高齢者の外出の機会が少ないなどの意見を受けて、企画した。 

委員B 

今年度から、市の地域創発事業補助金がなくなり、収入の確保が課題となるが、どのよ

うに考えているか。 

  また、収支をみると、Wi-Fi の使用料がある。これから市が、市民センターに 120 分 2

回の無料Wi-Fiを整備する。ぜひご活用を。 

今宿コミ 

広報誌の印刷製本費が嵩んでいる。この広報誌は、各団体がそれぞれ発行していた広

報誌を１つにまとめたものであるため、今後は各団体から負担していただき、発行を続けて

いけるといい。また、紙面に企業の広告を入れ、広告料をいただくことも考えられる。 

また、市以外からの補助金も活用していきたい。 

Wi-Fiは、ぜひ活用させてほしい。 

会長 

広報誌の紙で配布するメリットもあるが、電子化も検討してほしい。 

また、オンライン会議設備を整備されているが、具体的にどのような活用しているか。例え

ば YouTubeで地域の魅力を発信するなどはどうか。 

今宿コミ 
オンライン会議設備の活用について、現状では具体的な案はないが、ご提案のようなこと

にも対応できる。SNSの活用は進めていきたい。 

委員C 
オンライン会議設備の活用を推進してほしい。 

現在は、年齢に関わらず LINE が普及している。LINE の使い方講座をしたり、情報発
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信を LINE行うのも良いと考える。 

委員D 公園が荒れているとのことだが、具体的にどのような状況なのか。 

今宿コミ 

今宿は公園の数が多い。公園愛護会が清掃等をしている箇所もあるが、小さい公園に

は、愛護会がついていないものもあり、草が生えっぱなしで悪目立ちしている。 

現状では対応策が煮詰まっていないが、今後の課題として受け止めている 

事務局 
以上で発表を終了とさせていただく 

続いて、「夜市地区コミュニティ推進協議会」 より、10分間で発表をお願いする。 

夜市コミ （プレゼン資料により発表） 

事務局 
質疑応答に移る。 

委員から、質問等をお願いする。 

委員D ムーバー夜市について、継続性はいかがか。 

夜市コミ 

ムーバー夜市は、そこまでハードルの高いものでもないと考えている。周辺にはないが、日

本全国で行われている取組みである。 

 災害のときはもちろんだが、気分転換にちょっと出かけたい人などにも使ってもらえるようなも

のにしたい。今後、地域の多くの方に求められるような仕組みだと考えている。 

委員C デジタルサイネージはどのように活用しているか。 

事務局 

小学生が作った地域のコマーシャル動画を流している 

また、地域の写真を撮った方から、データを貰い、流している。 

今後は、市民センター講座のコマーシャルも作りたい。 

委員C 
某小学区の例だが、マップを作り、アップ内の QR コードからスポットの紹介動画が見れる

といったものがある。 

会長 カレンダーはコスト的にどの程度か。 

夜市コミ 
そこまでかかっていない。 

ネット印刷を利用している。皆に見てもらえるよう、カラーで発行している。 

会長 
Google カレンダーで共有できると、若い方が喜ぶかもしれない。 

紙とネットどちらもあるとよい。 

委員A これまで地域活動との関わりが薄かった層との関り方について伺いたい。 
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夜市コミ 

夢プランをはじめる際にメンバーの募集をしたが、これまで地域活動にあまり関わってこな

かった、若い女性が入ってきてくれた。また、夢プランの会議録を地域に配布しているが、それ

を見て、会議に来てくれるようになった方もいる。 

委員B 自治会の緊急連絡網を作っているが、進捗はどうか。 

夜市コミ 
将来的には、全自治会に作ってほしい。夜市地区は災害が多いため、防災面で、できる

ことは全てやっていきたい。 

委員B 緊急連絡網があることで、災害時のいち早い避難等につながる。 

事務局 
以上で発表を終了とさせていただく 

続いて、「鼓南地区コミュニティ推進協議会」 より、10分間で発表をお願いする。 

鼓南コミ （プレゼン資料により発表） 

事務局 
質疑応答に移る。 

委員から、質問等をお願いする。 

委員C 
味噌づくりについて、加工所を作るハードルはかなり高いと聞いている。現状どこまで検討

を進めているか。 

鼓南コミ 

また味噌の試作をしている段階である。将来的には、地産地消の味噌を地域で販売で

きたらいいと思う。 

試作した味噌が好評であれば、事業を拡大していきたい。 

委員C 
味噌を作っている企業との連携して、ノウハウを共有してもらう、一緒に作ってもらう等の

手段としてあると思う。地域貢献として、企業が協力してくれる可能性もある。 

委員B 鼓南お助け隊について、隊の体制はどうか。 

鼓南コミ 

16 名が登録している。木の伐採、草刈が多いが、隊員の中で機械を使える人が限られ

ており、負担がかかっている。 

今後も隊員の募集チラシを配るなど、担い手を増やしていきたい。 

委員A 
年間で 21件の依頼があったとのことだが、想定より多かったのか。 

また、利用料について、ごみ捨ては 50円ということでよいか。 



- 5 - 

鼓南コミ 

前年度は 31 件であったため、依頼が減っている。組織の体制に変化があったことが 1 つ

の要因であると考える。 

ただ、依頼件数は多ければ良いという訳ではないと考える。何かあれば、お助け隊がある

という、安心感が大切を持っていただけるよう、継続していくことが大切であると考える。 

ゴミ出しは、50円。補助金も活用しながら実施する。 

会長 
鼓南は魅力的な観光資源が豊富にある。 

地域の写真を掲載している SNSの反響はどうか。 

鼓南コミ 地域にサイクリングに来る方や、食堂に来る方が見てくれている。 

会長 

地域に縁もゆかりもないような方が見てくれる可能性もあると考える。周南の観光をリード

できるような地域だと期待している。 

カレンダーの採算性が問題としてあるが、デジタルカレンダーの販売等はできないか。 

鼓南コミ ご意見を参考にし、今後に活かしていきたい。 

事務局 
以上で発表を終了とさせていただく 

続いて、「住みよい菊川をつくる会」 より、15分間で発表をお願いする。 

住み菊 （プレゼン資料により発表） 

事務局 
質疑応答に移る。 

委員から、質問等をお願いする。 

委員B 

菊川は、新築の住宅、アパートで人口が増えている地域である。 

20～40 代のふれあいの場を作るなど、今後リーダーになる世代をターゲットに取組むと、

今後に繋がりやすいと考える。 

委員A 
幅広に事業を企画しているが、全て満遍なく取り組むのは難しいと考える。アンケート結

果等から、特に進めていきたいと考えている事業はどれか。 

住み菊 
夢プランに掲載する各事業に対して、3 人以上のメンバーを集めて、企画書を出せば、

誰にでも取り組んでもらえる仕組みとしている。 

会長 
予算書がかなりふわっとしている。 

具体的に何を進めていきたいのかが分からない。 
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住み菊 
具体的に計画しているのは、ハタチの集い、困りごと相談先のチラシ作り、花の種の配

布。まずは取っ掛かりとして、これらを進めていきたい。 

委員C 

夢プランが世代別に分かれており、ユニークである。またパンフレットも良くできている。 

企画書を作成すれば、自分達のしたいことに取り組める仕組みは良いと感じた。 

また、他地区の例を参考にされているのも良い、いいところはマネしていくべきである。 

質問だが、メンバーは何名か。 

住み菊 35名が 4グループに分かれている 

委員C 

今後の展開が楽しみである。 

山口県民活動支援センターにおいて、団体運営や寄付、クラウドファンディングについての

講座開催を計画している。ぜひ参考にしていただきたい。 

住み菊 
今日は先進事例が伺う良い機会であった。 

研修には積極的に参加し、取組みに落とし込んでいきたい。 

委員D コミュニティ会費があるということだが、地域住民からは集めているのか 

住み菊 
そのとおり。 

地域の行事等に充てている。 

事務局 

以上で発表を終了とさせていただく。 

以上で、令和 4年度周南市地域創発事業委員会を終了とする。 

なお、本日の評価結果及び補助事業採択の可否については、委員からの助言を添え

て、後日通知する。 

 


